
地
域
選
択
の
基
準
、一
番
は「
気
候
」

ロングステイ財団「ロングステイ調査統計」から
国内ロングステイの動向
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図
１
は
、
国
内
旅
行
で
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
方
々
の
選

ん
だ
希
望
地
域
ト
ッ
プ

、
図
２
は
、

不
特
定
多
数
全
体
の
方
々
に
尋
ね
た
希

望
地
域
ト
ッ
プ

で
あ
る
。

　
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
目
的
と
し
た
回
答

者
は
、
国
内
旅
行
経
験
者
全
体
１
５
９

０
人
の
約
３
％
（
昨
年
は
３
・
８
％
）

の

人
（
昨
年
は

人
）
で
あ
っ
た
。

そ
の

人
が
選
ん
だ
順
位
は
、
図
１
の

通
り
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
３
は
、
１
位
沖

縄
県
（
昨
年
１
位
は
北
海
道
）
、
２
位

北
海
道
（
昨
年
２
位
は
沖
縄
県
）
、
３

位
京
都
府
（
昨
年
３
位
は
長
野
県
）
で

あ
っ
た
。
昨
年
と
比
べ
１
位
と
２
位
が

入
れ
替
わ
っ
た
。
ト
ッ
プ

の
変
動
を

見
る
と
、
昨
年
に
比
べ
５
地
域
が
入
れ

替
わ
っ
た
。３
位
京
都
府（
昨
年
８
位
）、

５
位
神
奈
川
県
（
昨
年

位
）
、
６
位

大
阪
府
（
昨
年

位
）
、
７
位
山
形
県

（
昨
年

位
）
、

位
香
川
県
（
昨
年


位
）
と
山
形
県
、
香
川
県
は
大
き
く

躍
進
し
た
。

　
一
方
、
不
特
定
多
数
全
体
（
１
５
９

０
人
）
が
選
ん
だ
順
位
は
、
図
２
で
あ

る
。こ
の
ト
ッ
プ
３
は
図
１
と
同
じ
で
、

１
位
沖
縄
県
、
２
位
北
海
道
、
３
位
京

都
府
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
不

特
定
多
数
全
体
ト
ッ
プ

で
は
上
位
８

位
ま
で
は
昨
年
と
同
じ
順
位
で
あ
っ
た

が
、
９
位
大
阪
府
（
昨
年

位
）
、


位
千
葉
県
（
昨
年

位
）
は
順
位
を
上

げ
て
い
る
。

　
不
特
定
多
数
全
体
に
尋
ね
た
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
地
の
選
択
基
準
は
、
図
３
の
通

り
で
あ
る
。

　
昨
年
同
様
、
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
る

基
準
は
「
気
候
」
で
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

が
避
暑
避
寒
目
的
、
良
い
季
節
を
選
ん

で
選
択
す
る
傾
向
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。
全
世
代
に
通
じ
た
選
択
基
準

の
上
位
６
は
、
昨
年
の
順
番
と
同
じ
で

あ
っ
た
。
選
択
基
準
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
重
要
な
点
）
は
、
そ
の
地
域
の
好
感

度
が
高
い
こ
と
、
暮
ら
し
が
ベ
ー
ス
の

住
環
境
（
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
必
須
条
件
）

が
良
い
こ
と
、
利
便
性
（
目
的
地
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
、
滞
在
地
で
の
移
動
手
段

な
ど
）
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
、
長
期

滞
在
に
適
し
た
施
設
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
に
必
要
な
情
報

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
世
代
別
に
見
る
と
、
気
候
の
良
さ
を

強
く
支
持
す
る
世
代
は

代
後
半
の
男

性
、

代
の
女
性
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

好
感
度
を
重
視
す
る
世
代
は
男
性
、
女

性
と
も

代
、

代
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
国
内
で
１
週
間
以
上
滞
在

（
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
）
の
経
験
者
に
絞
り

込
む
と
、
「
気
候
」
「
好
き
な
地
域
」

を
支
持
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
平
均
よ
り
も

大
き
く
上
昇
す
る
。
温
暖
で
過
ご
し
や

す
い
気
候
と
好
感
度
が
高
い
条
件
は
、

必
要
絶
対
条
件
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

「
将
来
的
に
移
住
し
た
い
場
所
」
と
回

答
し
た
経
験
者
は

・
４
％
と
、

人

に
１
人
は
移
住
に
備
え
て
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
を
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
た
。

　
国
内
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
始
め
た
要

因
、
ま
た
、
今
後
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
す

る
際
の
目
的
や
過
ご
し
方
に
つ
い
て
尋

ね
た
結
果
が
、
図
４
と
図
５
で
あ
る
。

不
特
定
多
数
全
体
の
順
位
（
図
表
５
）

で
は
、
上
位
六
つ
は
昨
年
と
変
わ
ら
な

い
が
、
昨
年
の
７
位
「
親
戚
・
知
人
訪

問
」
が
９
位
に
落
ち
、
今
年
の
７
位
に

「
健
康
リ
ス
ク
、
療
養
」
、
８
位
に

「
移
住
」
が
入
っ
た
。
翻
っ
て
、
国
内

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
経
験
者
に
絞
り
込
ん
だ

結
果
は
、
上
位
の
「
周
辺
観
光
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
目
的
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
、

避
暑
・
避
寒
」
な
ど
は
軒
並
み
ポ
イ
ン

ト
を
落
と
し
た
。
一
方
、
順
位
は
下
位

グ
ル
ー
プ
だ
が
、
「
健
康
リ
ス
ク
・
療

養
、
移
住
、
自
己
啓
発
、
体
験
学
習
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
目
的
が
よ
り
具

体
的
な
も
の
が
上
昇
し
て
お
り
、
「
健

康
、
文
化
に
触
れ
る
、
学
ぶ
」
と
い
う

新
し
い
発
見
や
教
養
に
関
連
し
た
分
野

が
伸
び
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　
国
内
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
障
害
に
つ
い

て
尋
ね
た
結
果
（
図
６
）
、
第
１
位
の

障
害
は
昨
年
と
同
様
、
「
滞
在
費
用
が

よ
く
分
か
ら
な
い
」
が

・
９
％
（
昨

年
は

・
３
％
）
で
あ
っ
た
。
約
４
割

が
滞
在
費
用
の
情
報
不
足
が
国
内
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
普
及
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
社

会
で
も
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
に
関
す
る
情
報

整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
当
財
団
と
し
て
も
情

報
環
境
整
備
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

高
い
優
先
度
で
取
り
組
み
た
い
。ま
た
、

昨
年
同
様
で
あ
る
が
二
つ
の
外
的
障
害

要
因
が
見
え
る
。

　
一
つ
は
職
場
環
境
・
働
き
方
（
休
み

方
）
の
改
善
不
足
で
あ
る
。

・
７
％

（
昨
年

・
４
％
）
の
方
が
「
連
続
休

暇
が
取
得
で
き
な
い
」
、
９
・
７
％

（
昨
年

・
１
％
）
の
方
が
「
休
み
の

間
、
仕
事
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
人
が

い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
昨
年
２

０
１
７
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
有
給
休
暇
の
取
り
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
、
業
務
の
共
有
と
可
視
化
、
業

務
の
協
力
体
制
、
有
給
休
暇
取
得
率
向

上
の
取
り
組
み
不
足
な
ど
、
解
決
す
べ

き
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
家
庭
内
環
境
の
障
害
で

あ
る
。
９
・
４
％
（
昨
年

・
４
％
）

が
「
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
、

８
・
２
％
（
昨
年
８
・
６
％
）
が
「
老

親
な
ど
の
世
話
」
、
４
・
０
％
（
昨
年

３
・
６
％
）
が
「
介
護
の
必
要
な
家
族

が
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
職
場
環
境
、
家
庭
環
境
の
双
方

に
多
く
の
障
害
が
存
在
す
る
。
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
普
及
の
障
害
は
、
休
暇
と
い
う

自
由
な
時
間
獲
得
の
障
害
で
あ
り
、
徐

々
で
は
あ
る
が
取
り
組
み
の
始
ま
っ
た

「
休
み
方
改
革
」
の
推
進
は
こ
れ
ら
の

障
害
を
排
除
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

　
当
財
団
は
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
普
及
啓

発
の
方
向
と
一
致
す
る「
休
み
方
改
革
」

普
及
啓
発
支
援
の
取
り
組
み
も
開
始
し

た
。
今
後
は
、
関
係
組
織
と
の
連
携
を

拡
大
、
深
化
さ
せ
、
提
唱
レ
ベ
ル
で
な

く
、
企
業
に
対
す
る
先
行
事
例
の
紹
介

や
課
題
解
決
型
提
案
な
ど
提
言
強
化
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
図
７
は
「
現
地
の
ど
の
よ
う
な
情
報

が
ほ
し
か
っ
た
か
」
の
結
果
で
あ
る
。

昨
年
と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
た
も
の

は
、
「
推
奨
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
飲
食
店

の
情
報
」
「
交
通
情
報
」
「
地
域
の
習

慣
、
風
習
に
関
す
る
情
報
」
の
３
点
で

あ
っ
た
。
地
元
な
ら
で
は
の
食
文
化
に

対
す
る
関
心
度
が
大
き
く
伸
び
た
の

は
、
そ
の
地
域
の
固
有
文
化
へ
の
関
心

度
の
高
ま
り
で
あ
り
、
新
し
い
発
見
を

求
め
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。次
い
で
、「
交
通
情
報
」

で
あ
る
が
、
現
地
の
二
次
交
通
、
目
的

地
ま
で
の
公
共
機
関
に
関
す
る
情
報
が

重
要
で
あ
る
証
左
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
、

「
地
域
の
習
慣
、風
習
に
関
す
る
情
報
」

の
大
き
な
伸
び
も
先
ほ
ど
の
食
文
化
同

様
、
新
し
い
発
見
お
よ
び
教
養
に
つ
な

が
り
、
関
心
度
を
高
め
る
効
果
が
大
き

い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
旅
を
よ
り
長

期
化
さ
せ
る
三
大
要
因
は
「
新
し
い
発

見
・
冒
険
、
学
び
、
そ
し
て
教
養
」
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
時
間
消
費
、
空

間
提
供
が
人
を
引
き
つ
け
る
素
材
に
な

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　ロングステイ財団（田川博己会長）は、日
本人の長期滞在型余暇の現状とトレンドにつ
いて客観的に分析し、ロングステイに関する
提言を行う出版物「ロングステイ調査統計２
０１８」を６日に発行した。ここでは、その
中から「ロングステイの動向と分析」の「国
内ロングステイ」を抜粋して紹介する。


